職 務 経 歴 書
20XX年XX月XX日現在
氏名　〇〇 〇〇
■職務要約
沖合底びき網漁業の水産会社で◯年間、19トン型漁船の甲板員として乗船し、網入れ・揚網から漁獲物の選別・氷蔵、入港後の水揚げまでを担当しています。カレイ・ホッケ類を中心に年間約◯航海に従事し、魚種ごとの選別基準を船内で共有して鮮度と等級の安定に努めてきました。漁具の点検・補修や若手への作業指導も受け持っています。
■職務経歴
※掲載内容は架空の記入例です。社名・期間・業務・数値・資格は実際の経験に合わせて書き換えてください。
□20XX年4月〜現在　株式会社〇〇〇〇
事業内容：沖合底びき網漁業を主力とする水産会社（19トン型漁船2隻、乗組員◯名）
	期間
	業務内容

	20XX年4月
〜
現在
	所属・役職：漁業・水産
【担当業務】
・19トン型底びき網漁船での網入れ・曳網・揚網作業（年間約◯航海）
・漁獲物の魚種別選別・計量・氷蔵および船倉への積み込み
・網・ワイヤー・浮子の点検補修とウインチ等甲板機器の日常整備
・入港後の水揚げ、市場への搬入と若手乗組員への作業指導
【実績】
・魚種別の選別基準とサイズ判定の目安を掲示し船内で統一した結果、等級落ちの発生が約◯%減少
・氷の使用量と詰め方の見直しを提案し採用され、市場での鮮度評価が安定して単価の向上につながった


■活かせる経験・知識・スキル
・底びき網漁の漁労作業（網入れ・曳網・揚網）
・魚種別の選別・鮮度判定・氷蔵・活魚管理
・網繕い・ロープスプライス・甲板機器の保守
・GPSプロッター・魚群探知機・無線機の操作
■資格
・小型船舶操縦士1級（20XX年X月取得）
・第二級海上特殊無線技士（20XX年X月取得）
■自己PR
漁獲物の状態を短時間で見極め、鮮度を落とさず選別する作業が強みです。揚網後の混獲が多い航海で選別が滞っていたため、魚種別の箱と氷の配置を甲板上で固定し、サイズ判定の目安を写真で掲示して乗組員間の判断をそろえたところ、等級落ちの発生が約◯%減り、選別に要する時間も短くなりました。入社後も魚種や漁法に合わせた手順づくりで、水揚げ品質の安定に貢献したいと考えています。
以上
